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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・2019年度医療福祉学会開催について

日程：2019年11月3日（日）

締め切り：PPTは10月上旬を予定している。

・インフルエンザの予防について

　インフルエンザ流行の兆しがあるので、ミーティングで利用者様に注意喚起及び手洗いの励行、熱感等の体調不良時には早目にスタッフに申告して頂く等を伝え、インフルエンザの予防に努めていく。
・ジョブガイダンスについて

　10/4・11（金）14時～15時で実施予定。内容は前年度と同様である為、前年度参加していない利用者様にも参加を促していく。終了後に10分程度の個別相談は2名まで対応可能。
・看護学生実習について

　八戸学院短期大学：10/2（月）・10/9（月）、10/25（金）

　千葉学園：9/25（水）

・OT実習について

　10/11（金）2名　10/18（金）2名　蕨野・石田が対応する。

・PSW実習について

　9/23（月）～10/5（土）　月～金は青陽館、土は外来。

・医療法に基づく立ち入り検査

10/25、八戸市保健所

・実地指導

10/29、青森県

＜重要事項＞
立ち入り検査・実地指導に向けて書類等の確認を各自の担当利用者分に抜けが無いかチェックしていく。期限は9/30（月）。
【チェック項目】
⇒各担当利用者様分の疾患別診療計画書（10月分）、7月～10月の日報の誤字脱字チェック

⇒日誌の出席日と電子カルテの出席日の突合、利用日のDｒの診察の確認

デイケア　　　　　　　デイナイトケア　　　　　ショートケア

７月　鳥谷部　　　　　７月　石田　　　　　　　７月　藤田

８月　鳥谷部　　　　　８月　石田　　　　　　　８月　藤田

９月　馬場　　　　　　９月　蕨野　　　　　　　９月　藤田

１０　馬場　　　　　１０月　蕨野　　　　　　１０月　藤田

⇒日誌の誤字脱字の確認

デイケア　　　　　　デイナイトケア　　　　　ショートケア

７月　石田　　　　　７月　戸賀沢　　　　　　　７月　蕨野

８月　石田　　　　　８月　戸賀沢　　　　　　　８月　蕨野

９月　蕨野　　　　　９月　戸賀沢　　　　　　　９月　蕨野

１０　蕨野　　　　１０月　戸賀沢　　　　　　１０月　蕨野

　　

＜研修案内＞

・院内研修

日　時：9月18日(水)17:30～18:30
場　所：メンタルケア病棟　3階会議室
テーマ：「事故対策関連」
講　師：佐藤AOM、松村SGM
・第4回　法人研修
　日　時：10月1日（火）17:30～18:30
　場　所：メモリアルホール
　テーマ：｢成年後見人制度と人権擁護｣
　講　師：たいよう総合法律経済事務所　小西　秀明氏
ビデオ研修：10月3日（木）17：30～
　場所：メモリアルホール

・がん講演会
　日　時：9月18日（水）18：00～19：00

　場　所：八戸市立市民病院　2階　講堂

　テーマ：がん治療と緩和ケア

　講　師：井上　彰氏

　締　切：9月6日（金）

　参加費：無料
・八戸精神科医会
　日　時：9月18日（水）18：40～20：00

　場　所：八戸パークホテル　1階「マグノリア」

　テーマ：①経皮吸収型抗精神病薬　ロナセンテープの開発
　　　　　②統合失調症急性期薬物療法

　講　師：①藪内　一輝氏　②八田　耕太郎氏

　締　切：9月16日（月）

　参加費：無料
・こころすこやか財団講演会

日　時：9月28日　(土) 13：30～
場　所：こころすこやか会館　八戸市尻内島田14-1
テーマ：障害者の存在が健全で安らかな社会を作る
講　師：阿部　芳久氏
定　員：60名程度
締　切：9月16日(月)
参加費：無料

看護グループ内研修
・日　時：9月　20日（金）16：30～17：00
場　所：2階　会議室
テーマ：グループについて
対　象：全職員
講　師：松村ＳＧＭ

・日　時：9月　26日（木）16：30～17：00
場　所：2階　会議室
テーマ：処遇制限 
対　象：全職員
講　師：高橋ＳＧＭ

・日　時：9月　30日（月）16：30～17：00
場　所：2階　会議室
テーマ：セルフケア・アセスメント
対　象：全職員対象
講　師：木村 ＪＧＭ

＊参加しやすいように時間設定を変えているため、新人職員は出来る限り参加すること。

薬剤耐性対策臨床セミナー
日　時：10月　12日（土）14：00～17：00
場　所：地方職員共済組合　ラ・プラス青い森　２Fメープル
青森県青森市中央１-１１-１８ 
テーマ：AMR対策臨床セミナー
対　象：先着120名　参加費無料 
問い合わせ：個別申し込み又は佐藤AOM
＜各委員会から＞
・感染対策管理委員会より
　10月～11月初旬でスタッフのインフルエンザ予防接種実施予定。利用者様に関しても追って連絡する。
接遇向上・苦情対応委員会より

・名札の付け方について服装規定を確認し、正しく付けるようにすること。
＜利用者様情報＞
デイケア
・鈴木　碧　　様～スタッフへ相談したいことがあるとの事で、面談実施。特定利用者（夏堀　麗紗様）から恋愛相談を受け、返した言葉が納得いない様子で怒り、友達関係をやめると言われ、以後拒否されているとの事。プライベートで仲良くしていたが、夏堀様が優位に立ちたがる事が多く、関係の修復は望んでいないと言う。今後、スタッフへ夏堀様から恋愛相談があった際は上記の件は知らないと言う前提で話を聞いて欲しいと言い、本人からも口止めされているとの事。他利用者様との関係は良好であると話している。
・庭田　美紀子様～9：30分頃本人様より電話連絡があり。昨日同様にやや強い口調で「本日は休みますが、来週の月曜日より利用します」と発言聞かれている。スタッフが体調を確認すると「ハッキリしない」と話す。再度月曜日の利用の確認をし終話している。
デイナイトケア

・古舘　ヨリ　様～来所時より表情の硬さあり。来所後の日課を行わず、ロッカーで臥床していたため声掛けしている。体調を問うと腹痛を訴えており、時折下痢をすることがあるため、排便した場合にはスタッフへ教えるよう伝えている。しばらくすると、排便したと報告あり、スタッフが確認すると普通便である。その後は、不調なく経過している。また、先日金銭面の不安を訴え、グループホームの世話人に電話した経緯がある。都度各部署スタッフにて説明をしているが、再度不安を訴えることがある。関係各部署で情報共有しつつ、本人への説明を行っていく。
・木村　義重　様～体調不良の為2週間ほど欠席していたが、体調も安定した為、本日よりデイナイトケア利用再開している。昼の検温では平熱となっており、午前のプログラムにも問題なく参加している。

ショートケア

特記なし。

＜災害による支障事象発生とその即時対応策の検討＞
	　　　　　　　　　　　　災害による支障事象発生とその即時対応策　　　　　　　　

	
	
	部門部署：通所リハビリG

	
	
	

	
	支障事例
	対応策

	電力喪失（停電）
	電子カルテが使用できず、利用者情報が確認出来ない
	紙カルテ、利用申込書等をもとに、連絡先を確認する。薬事情報は、利用者のお薬手帳や薬剤情報、もしくは処方薬を確認する。

	
	電話が使用できないため、利用者の安否確認が出来ない、当院への連絡が出来ない
	近場の利用者様は徒歩で安否確認をする。
直接病院に行き、情報共有する。

	
	夜間、照明が使用出来ない
	懐中電灯やロウソクで対応する。

	
	トイレ内の水を流すことが出来ない
	手動で汚物を流す。

	
	エアコンが使用出来ない
	冬期はストーブを使用する。

	給水不能（断水）
	1、トイレの制限　
2、洗い物　
3、手洗い　
4、飲水がない　
5、入浴ができない　
6、掃除が出来ない
	市水、井水の使用を考える、浴室を貯水庫にする、
井戸水を使用する、トイレに流す紙を制限する
入浴中止

	
	
	田面木に地下水が湧いている場所があり、そこから補給する　市役所の給水所で補給する　ウェットティッシュ等を使用する

	通信途絶
	1、電話の使用ができない
2、利用者様の安否確認ができない
3、こちらからの情報発信ができない
(利用出来ているのか等)
	スタッフが情報伝達の為災害対策本部まで走る

	
	
	近場の利用者様は徒歩で安否確認をする

	
	
	緊急で消防、警察の要請が必要な場合は公衆電話のボタンを押す(青山荘　青風荘)　こちらからの伝達は張り紙を活用する

	物資供給停止
	食事が出来ない
	法人ではデイナイトケア、デイケア利用者様の食事の備蓄がなく、青風荘（ﾃﾞｲﾅｲﾄケア利用者）でも、備蓄がないとの事で、近隣施設で食料の購入や支給を利用する。

	
	
	

	
	薬の供給が出来ない
	他院から処方薬を貰っている場合、当院で類似する薬の処方は可能であるが、無い場合もある為、その場合は他院に依頼する。

	
	
	当院で処方した薬は処方薬のストックがあるのかを確認し、状況に応じて処方していただく。

	人員不足
	遠方からの職員が駆けつけられない。
	スタッフは自分の安全、家族の安全を確認し駆けつける

	
	利用者への対応が不十分
	勤務体制の調整を図り、配置を検討する。

	設備破損
	運営のために必ず必要となる設備は無い
	　

	建物損壊
	青陽館での営業停止になる
	法人内で営業可能な場所確保し営業する

	救急傷病者発生
	利用者が負傷し、施設内での対応が困難
	当院の外来に要請する。

	
	
	周辺の病院に救急要請する。

	
	
	要請中に適切な応急処置を行う。

	帰宅困難
	利用者の帰宅が困難
	避難所を活用する。

	
	
	病院、施設内で一時滞在出来る場所を検討、確保する。

	
	
	家族様と同居の利用者は、家族様に連絡した後、一緒に帰宅する。


